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ステップアップを目指して… 

校長 渋 谷 順 一 

  とうに立春も過ぎ，暦の上では春とされていますが，昔の人は２月はまだ寒さが残っていて，衣を重 

ね着する月であることから，２月を如月（衣更着）と表現しました。まさに，マイナス気温が何日も続き， 

春が待ち遠しく感じる今日この頃です。過日の暴風雪で冬に逆戻りとなってしまいました。この時期の 

私の密かな楽しみは，「今日は冬が勝った日だったな。」「明日は春が勝ちそうだ。」と，日々の天気 

から春の勝つ日が増えていくのを楽しみながら寒い冬を過ごしていますが，今年は楽しみがもう一つ。 

それは，冬季オリンピックです。世界９１ヶ国からおよそ２９００の選手が集まり，１７日間の熱戦が 

繰り広げられました。雪や氷に縁のない温かい国からの参加もあり冬季スポーツの広がりを感じながら， 

各選手たちの真剣に競技に向き合う姿に自然と力が入り応援していました。（実は，私の初任のころの 

教え子もスピードスケートの選手として参加していました。そんなこともあって，より身近に感じたの 

かもしれません。）メダルの有無に限らず，選手一人一人の競技に対するひたむきな姿に感動した冬季 

オリンピックでした。 

            さて，冬季オリンピックに出場した選手をはじめ，様々なスポーツで一流と言 

われる人たちに共通することは，と考えたとき，「夢（目標）を語る（宣言する）」， 

そのことに「夢中になって取組む」，そして「主体的に考え行動できる」という 

ことではないでしょうか。 

            二刀流でメジャーリーガーの大谷翔平選手の目標達成シートは有名な話ですが， 

まさに夢や目標の実現に向けた設計図と言えるのではないでしょうか。一流のア 

スリートの方々は，目標を明確に持ち，その目標達成に向け逆算した自分なりの 

設計図を描き，自己管理しながら自らを高めることで結果を残しているのです。 

当然，仲間や監督，コーチといった支えも必要となります。そんな選手たちの目 

標に向かって夢中に取り組んでいる姿に自然と私たちは魅かれて行くのだと思います。 

  この考えは，スポーツ選手に限ったことではありません。これからの時代を生き抜く子どもたちにと 

っても大変，参考となるところです。先日，高学年の補欠に入る機会があり，子どもたちに将来の夢に 

ついて聞いたところ，「バイクショップかな」「水族館の飼育員になりたい」「動物に関わる仕事がし 

たい」「釣り師になりたい」と，すばらしい夢を聞かせてくれました。これから様々な人との出会いや 

経験を積んでいくことで夢も変わることでしょう。しかし，変わりながら夢は雪玉のように大きく膨ら 

んでいくとともに，目標や夢に向かって夢中に取組んでいる姿に魅かれ人の輪ができてくると思います。 

  ３月の登校日数は，６年生は１４日，その他の学年は１７日を残すばかりとなりました。 

今年度の学校重点目標『夢や希望をもち，互いを尊重し，目標に向かって努力する子どもの育成』を目 

指してステップアップしていく月と捉え，全教職員一丸となって総まとめの３月に取組んでいきたいと 

考えております。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都小だより

 

= 卒業式のお知らせ = 

 期 日 令和４年３月１８日（金）開式 １１時００分～  閉式 １１時３０分 

 場 所 赤井川村立都小学校 体育館 

 卒業生 ○○○○さん，○○○○さん，○○○○さん 

 ※卒業式の参列については，新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，来賓及び卒業生   

の保護者のみとさせていただきます。地域の皆様にはご理解とご協力をお願いします。 



 

 

 

 

  ２月２２日，令和４年度入学予定の新１年生２名が小学校生活の 

体験をしました。オミクロン株の猛威により，予定の延期や給食試食 

の中止などの対応を取らせていただきました。ご理解をいただきまし 

た保護者の皆様ありがとうございました。 

１・２年生との学習では，教室で自己紹介をした後に，おり紙工作をしました。１・２年生が書画カメラを使い，一折

ずつ丁寧に説明をしました。それを見ながら，新１年生は，えんぴつとロケットを折り上げました。その後，体育館で川

渡りしっぽ取りとリレー遊びを行いました。マスクの着用や，接触を避ける工夫をしながら楽しく過ごすことができまし

た。初めは緊張気味の２人も，帰る頃にはすっかり慣れ，校長先生の質問にも進んで答えていました。「川渡りが楽し

かった！」「リレーで勝ったよ。」と感想も聞かせてくれました。小学校入学に向けて，ワ 

クワク，ドキドキは高まるばかりかもしれません。 

この日に向けて招待状を作ったり，学習の準備を進めてきた１・２年生は，もっともっ 

とお兄さん，お姉さんになろうとの思いを高めたようです。「緊張したけど，自分たちの 

時もこうやってやってくれたんだなあと思いました。」とすっかり頼もしい様子です。新１ 

年生の入学が今から楽しみです。       

 後期児童会では，３学期から，「きらりんポスト」の取組を始めました。これは，温かい学校づくりの一つとして，児童

会が取り組んできた「きら☆りん」（友達の良いところや感謝の気持ちを見える化）を手紙にして届けるという試みで

す。冬休み期間中，児童会の６年生３名が参加した「児童生徒仲良しコミュニケーション活動奨励事業 後志管内成

果交流会」で，意見交流した小学校の取組を参考に，自分たちもやってみたいと始めました。卒業まで残りわずかで

はありますが，新たな取組にチャレンジした姿勢は，さすが６年生です。６年生の思いと下級生の声を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生以上で，書き初めを行いました。広い体育館をぜい 

たくに使えるのは，少人数のよさです。手本を見ながら，い 

つもより太い筆を上手に使い，真剣に書いていました。３年 

生は「友だち」，４年生は「美しい空」，５年生は「世界の平 

和」，６年生は「伝統を守る」です。 

 平安時代の宮中行事を由来とする「書き初め」。今では，書 

の上達と一年の抱負を新たにする意味が込められています。 

体育館で書き初め 

今までのきらりんと新しい取組が

つながって，良かった。みんなが

手紙を書いてくれていて，うれし

い。よい取組になった。  

卒業が近いから，もういいかなと思っ

ていたけれど，きらりんポストにした

ら，誰から誰へと思いがわかりやすく

伝わっていることを実感する。手紙だ

とちょっとしたよいことや感謝の気持

ちも伝えやすいから，書いてくれると

思うので，これからも続いてほしい。 

最初は大丈夫かなと思っていた

けれど，みんな書いてくれるので

うれしい。  

手紙を開ける時に，誰が書いてくれたのか

なとドキドキして，うれしいし，楽しい気

持ちになる。自分で書く時もいつもは言え

ない気持ちを伝えることができる。 

普段はあまりうまく

言えないことも，手

紙なら書きやすいか

ら，とてもいい。  



 

 

 

               

２月１０日，子どもたちと先生方で，スノーキャンドル作りを行いました。これは２月１２日に行われる「シーニックナ

イト２０２２in あかいがわ」を，地域の一員として盛り上げ，地域を愛する気持ちを育む取組です。学年の発達段階

に合わせ，国語科や社会科，生活科，総合的な学習で地域の行事として，このイベントについて調べたり，これから

自分がどのように関わっていけばよいのかを考えたりしてきました。高学年になると，よりキャンドル作りに適した雪

質を求めて，崩れない，きれいな作品を作り上げていきました。当日は，学校周りでほのかな灯りと大輪の花火を楽

しむことができました。ご協力いただきました地域の皆様，ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

            

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  ２月１６日，今年度最後の参観日を行いました。保 

護者の皆様に，この１年の子どもたちの成長の様子 

を直接見ていただくことができました。 

全体懇談は，各学級をオンラインで接続し，保護 

者の皆様にも遠隔システムを体験していただきまし 

た。「話を聞くのはいいけれど，話し合いはしにくい 

ですね。」「子どもたちのオンライン学習はこんな感 

じなんですか。」と 

と率直な感想をい 

ただきました。今後 

も参観の折などに 

ICT の活用につい 

て，保護者の皆様 

と情報の共有を進 

めてまいります。 

１月２６日，６年生は，赤井川中学校 

の体験入学に参加しました。４月から 

の中学校生活に向けて，期待と不安が 

入り混じる中ではありましたが，中学校 

の先生方から説明を聞いたり，先輩た 

ちの学習の様子を見学し，不安は少し薄らいだようです。中学校の校長先生から，「残りの小学校生活を楽しん

でください。」と言っていただき，卒業までの時間を大切に過ごそうと，児童会活動にも一層力を入れている６年

生です。在校生に頼もしい姿を見せてくれている３人の中学生姿が今から楽しみです。 

 

 

２月１０日，９回目となります保護者による読み聞かせ

を行いました。今回は，○○○○さんが『 いそっぷ詩

（うた） 』谷川俊太郎詩集を読んでくださいました。み

んなが知っているイソップ童話を題材にした谷川俊太

郎の書下ろし詩集です。ユーモアとちょっと残酷な物語

展開に，子どもたちは「知っているのと違～う」「え～。ひ

ど～い。」と言いながら，これまでとは違うお話の世界を 

楽しみました。子どもだけ 

ではなく，大人も楽しめる 

本でした。 

○○さん，ご協力ありが 

とうございました。 

  来年度も皆様のご協力 

をどうぞよろしくお願いい 

たします。 
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【生活目標】

○１年間のまとめをしよう

【保健目標】

○耳を大切にしよう。生活の反省をしよう。

【給食目標】

○食べ物と健康について考えよう

給食

なし

給食

なし

２月２４日現在 


